
提

出

者

照

屋

寛

徳

平
成
十
八
年
一
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

七

号

中
国
脅
威
論
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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中
国
脅
威
論
に
関
す
る
質
問
主
意
書

私
は
、
昨
年
一
二
月
初
旬
、
「
二
〇
〇
五
社
会
民
主
党
訪
中
団
」
の
一
員
と
し
て
、
福
島
み
ず
ほ
党
首
、
村
山
富
市
元
首
相

ら
と
共
に
中
国
を
訪
問
し
、
曽
慶
紅
国
家
副
主
席
ら
中
国
要
人
と
会
談
し
た
。
日
本
と
中
国
の
外
交
は
、
小
泉
総
理
の
靖
国
参

拝
を
め
ぐ
っ
て
首
脳
会
談
が
開
催
で
き
な
い
ほ
ど
膠
着
し
て
お
り
、
深
刻
な
事
態
を
招
来
し
て
い
る
。
日
中
外
交
の
行
き
詰
ま

り
は
、
「
政
冷
経
熱
」
か
ら
「
政
凍
経
涼
」
と
表
さ
れ
る
ほ
ど
深
刻
で
あ
り
、
我
が
国
の
国
益
を
損
ね
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。

小
泉
内
閣
は
、
対
米
一
辺
倒
の
外
交
方
針
を
改
め
て
、
中
国
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
を
重
視
し
た
外
交
姿
勢
に
転
換
す
べ
き
で

あ
る
。

私
は
、
予
て
よ
り
、
中
国
や
韓
国
が
問
題
視
し
て
い
る
Ａ
級
戦
犯
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
靖
国
へ
の
参
拝
を
止
め
る
べ
き
だ
と

主
張
し
て
き
た
。
そ
も
そ
も
小
泉
総
理
の
靖
国
参
拝
は
、
憲
法
第
二
〇
条
が
禁
ず
る
「
政
教
分
離
の
原
則
」
に
も
違
反
を
す
る

疑
い
が
濃
厚
で
あ
り
、
正
し
い
歴
史
認
識
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
私
が
会
談
を
し
た
中
国
政
府
の
要
人
や
研
究
者
か

ら
は
、
小
泉
総
理
の
靖
国
参
拝
に
強
く
抗
議
を
す
る
発
言
が
多
く
あ
っ
た
。

さ
て
、
小
泉
総
理
の
靖
国
参
拝
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
や
韓
国
と
の
外
交
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
中
で
、
民
主
党
の
前
原
誠

一



司
代
表
や
麻
生
太
郎
外
務
大
臣
か
ら
中
国
脅
威
論
の
発
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
残
念
で
あ
る
。
民
主
党
の
前
原
代
表

は
、
昨
年
一
二
月
八
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
米
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
で
講
演
し
、
「
中
国
は
経
済
発
展
を
背
景

に
軍
事
力
の
増
強
、
近
代
化
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
実
的
脅
威
だ
」
と
の
趣
旨
の
講
演
を
し
た
と
マ
ス
コ
ミ
は
報
じ
て

い
る
。
ま
た
、
前
原
代
表
は
同
講
演
の
中
で
、
「
シ
ー
レ
ー
ン
（
海
上
交
通
路
）
防
衛
の
た
め
に
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
で

き
る
よ
う
な
憲
法
改
正
を
検
討
す
べ
き
」
と
の
考
え
を
示
し
た
よ
う
だ
。

麻
生
外
務
大
臣
も
昨
年
一
二
月
二
二
日
の
記
者
会
見
で
、
中
国
に
つ
い
て
「
隣
国
で
一
〇
億
の
民
を
持
ち
、
原
爆
を
持
ち
、

軍
事
費
が
一
七
年
間
、
毎
年
二
桁
伸
び
、
内
容
も
不
透
明
と
い
う
の
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
。
か
な
り
脅
威
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
そ
う
い
う
意
識
が
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
た
よ
う
だ
。
（
平
成
一
七
年
一
二
月
二
二
日
朝
日
新
聞
夕
刊
）

こ
の
よ
う
に
中
国
の
現
実
を
正
し
く
理
解
せ
ず
、
日
中
友
好
を
無
視
し
、
国
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
鼓
舞
す
る
よ
う
な
中

国
脅
威
論
の
牽
連
に
、
私
は
賛
成
で
き
な
い
と
の
立
場
で
あ
る
。
日
本
と
中
国
は
、
信
頼
関
係
を
大
事
に
し
て
日
中
友
好
を
深

め
、
拡
大
を
す
べ
き
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
を
す
る
。

一

脅
威
と
は
、
日
本
侵
略
の
「
能
力
」
と
「
意
図
」
が
結
び
つ
い
て
顕
在
化
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
は
中
国
を
脅
威

二



と
し
て
捉
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
中
国
の
軍
事
力
及
び
防
衛
費
の
現
状
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
、
か
つ
て
冷
戦
時
代
、
旧
ソ
連
軍
を
「
潜
在
的
脅
威
」
と
位
置
付
け
た
よ
う
で
あ
る
が
、
「
潜
在
的
脅
威
」
と

「
脅
威
」
と
で
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
そ
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

政
府
は
、
中
国
が
日
本
侵
略
の
「
意
図
」
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
か
、
そ
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


